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4
月
19
日
㈮
、「
九
州
学

院
大
同
窓
会
定
期
総
会
・

懇
親
会
２
０
２
４
」
が

熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｓ
4
回（
90
歳
）か
ら

Ｓ
74
回（
20
歳
）ま
で
の
卒

業
生
、
現
旧
の
教
職
員
、

育
友
会
役
員
な
ど
、
遠
く

は
米
国
や
東
京
、
関
西
等

か
ら
約
４
５
０
名
の
参
加

者
を
数
え
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
２
０
２
３

年
度
活
動
報
告
・
同
決
算

報
告
・
監
査
報
告
、２
０
２

４
年
度
活
動
計
画
・
同
予

算
案
等
に
対
し
て
の
審
議

が
な
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
は
2
年
に
一
度
の
役
員

改
選
の
年
に
あ
た
り
、
役

員
選
考
委
員
会
か
ら
出
さ

れ
た
改
正
案
は
全
会
一
致

で
無
事
に
承
認
さ
れ
、再

選
さ
れ
た
廣
島
秀
二
同
窓

会
会
長
か
ら
新
役
員
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
の
懇
親
会
は
、

藤
本
一
精
氏（
Ｓ
36
回
）と

吉
田
佐
知
子
氏（
Ｓ
53
回
）

の
軽
妙
な
司
会
に
よ
り
進

行
。
冒
頭
に
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
九
州
学
院

中
高
チ
ア
ダ
ン
ス
部
が
恒

例
の
演
技
を
披
露
、
続
い

て
日
笠
山
吉
之
チ
ャ
プ
レ

ン
の
奨
励
に
よ
り
讃
美
歌

本
年
度
の
若
手
の
会
の

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。今
年
で
42
歳
に

な
る
卒
業
生
の
有
志
に
よ

り
、来
年
２
０
２
５
年
1
月

に
ブ
ラ
ウ
ン
メ
モ
リ
ア
ル

チ
ャ
ペ
ル
で
開
催
す
る「
二

十
歳
を
祝
う
会
」の
準
備

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

若
い
層
の
卒
業
生
の
み

な
さ
ま
に
も
同
窓
会
へ
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
案
内
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
度
、祭
九
学
会
の

会
長
を
務
め
ま
す
Ｓ
52
回

の
川
上
将
史
で
す
。我
々

九
学
会
は
今
年
も
藤
崎
八

旛
宮
秋
例
大
祭
に
参
加
し

２
０
１
９
年
か
ら
同
窓

会
終
身
会
費 

（
満
60
歳
以

上
対
象
一
括
1
万
円
、60
歳

未
満
は
２
万
円
）を
納
入

さ
れ
た
方
に
返
礼
と
し
て

有
田
焼
の
特
製
九
学
バ
ッ

ジ
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

な
お
、年
会
費
は
２
０
０

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
す
。年
齢
や
Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ

問
わ
ず
沢
山
の
参
加
者
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
祭
の
運
営
に
あ
た

り
グ
ッ
ズ
販
売
も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
購
入
希
望
の

方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
致

し
ま
す
。Ｓ
52
回
一
同
、沢
山

の
方
々
と
楽
し
い
祭
り
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

に
堤
建
太
氏 

（
Ｓ

52
回
）
の
エ
ー
ル

と
リ
ー
ド
に
よ
り

参
加
者
全
員
で
九

州
学
院
校
歌
を
唄

い
、
同
窓
会
若
手

の
会
の
土
師
英
嗣

新
会
長（
Ｓ
53
回
）

の
元
気
溢
れ
る
〆

の
言
葉
で
無
事
に

お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
多
大
な
る
ご
尽
力

を
頂
き
ま
し
た
、
卒
業
回

数
1
と
6
の
付
く
学
年
代

表
か
ら
な
る
大
同
窓
会
実

行
委
員
会
、
若
手
の
会
、

リ
デ
ィ
ア
会
、
祭
九
学
会

の
役
員
の
皆
様
、
ほ
ん
と

う
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

同
会
が
来
年
も
盛
大
に
行

わ
れ
ま
す
よ
う
同
窓
会
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

３
１
２
番
（
い
つ
く
し
み

深
き
友
な
る
イ
エ
ス
は
♪

〜
）
を
参
加
者
全
員
で
声

高
ら
か
に
斉
唱
し
、
同
窓

会
や
学
院
関
係
の
物
故
者

を
お
ぼ
え
て
の
祈
り
が
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。

吉
永
彰
一
大
同
窓
会
実

行
委
員
長（
Ｓ
36
回
）、
福

田
稠
九
州
学
院
理
事
長

（
Ｓ
18
回
）、小
副
川
幸
孝

九
州
学
院
院
長
に
よ
る
挨

拶
の
後
、
内
村
公
春
第
８

代
九
州
学
院
院
長
の
乾

杯
の
発
声
で
宴
席
に
入

り
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち

は
久
々
の
再
会
を
喜
び
合

い
、
学
生
時
代
の
思
い
出

話
や
近
況
を
語
り
合
う
な

ど
歓
喜
の
声
が
会
場
に
満

ち
溢
れ
ま
し
た
。
最
後

北朝鮮拉致被害者
松木薫氏（S24回）の救出を
松木氏は1980年スペイン留学中に拉致
され、現在も北朝鮮に抑留。弟の信宏氏

（S43回）が拉致被害者家族会で活動中。

「九州学院大同窓会 総会懇親会2024」を開催
〜讃美歌312番を声高らかに〜

＜見よ、兄弟が共に座っている。なんという恵み、なんという喜び＞（詩編133）

同窓会長に就任してから早２年
が経過、4月の総会で再任され、
会長二期目に入りました。副会長
に吉永彰一氏（S36回）を増員し
て体制を強化、副会長それぞれに
役割を分担してもらい、委員会に
は、前年同様それぞれ委員長と副
委員長を置いています。

若手の会・リディア会も頑張ってくれており、常任幹事
会などでも、若手委員・女性委員の出席が増えてきていま
す。役員・委員が情報を共有し、役割を分担することにより
活動を推進する方向性は、確実に浸透してきたように感じ
ます。
昨年に引き続き大同窓会総会・懇親会を開催すること

ができました。50人を超す教職員・旧職員の先生方にご
出席いただき、皆大喜びでした。先生方に感謝の気持ちで
いっぱいです。
学院では、生活困窮者への奨学制度を今年度から実施

予定と聞いております。新たな奨学制度に対しても同窓会
として寄与できればと思っています。昨年来、各支部の活
動も活性化しつつあります。同窓会の活性化・母校への支
援を推進するためには、同窓生の皆様のご理解とご協力が
不可欠です。今後とも同窓会をよろしくお願いします。

同窓会の活性化と母校支援の推進
同窓会会長　廣島 秀二（Ｓ26回）

九州学院同窓会役員・委員長
および常任幹事

◎ 役員
顧　問
　松村　敏人（Ｓ６回） 　土山　研三（Ｓ８回）
　内村　公春（元院長） 　阿部　英樹（Ｓ28回）
　山﨑　恒雄（S21回） 　小副川幸孝（院長）
相談役
　淺川　牧夫（Ｓ12回） 　岡嶋　勇治（Ｓ14回）
　堤　　公一（Ｓ18回） 　緒方　　徹（Ｓ18回）
会　長　廣島　秀二（Ｓ26回）
副会長
　石橋　金治（Ｓ25回） 　三浦　陽二（Ｓ28回）
　坂田　和洋（Ｓ31回） 　大久保孝介（Ｓ32回）
　橋口　武弘（Ｓ35回） 　吉永　彰一（Ｓ36回）
　杉本　素一（Ｓ39回）
監査役
　高野　正晴（Ｓ23回） 　井手　庸文（Ｓ25回）
　井　　雅之（Ｓ47回）
事務局長 会員委員長
　藤井　宏昭（Ｓ39回） 　瀬口　大資（Ｓ36回）
育英奨学委員長 渉外委員長
　青山　正志（Ｓ30回） 　緒方　邦也（Ｓ47回）
企画委員長 広報委員長
　松永　修尚（Ｓ34回） 　小手川　勲（Ｓ24回）
若手の会会長 リディア会会長
　土師　英嗣（Ｓ53回） 　後藤佑佳子（Ｓ49回）

◎ 常任幹事　　２０７名
◎ 同窓生数　　３５, ２５８名

（2024年３月現在　物故者を含む）

■
４
月
◦
常
任
幹
事
会

◦
中
高
入
学
式
◦
大
同
窓

会
（
総
会
・
懇
親
会
）

■
５
月
◦
育
友
会
（
Ｐ
Ｔ

Ａ
）
総
会
で
10
年
会
費
に

つ
い
て
説
明

■
６
月
◦
奨
学
金
授
与
式

◦
同
窓
会
新
聞
発
行

■
９
月
◦
常
任
幹
事
会

■
10
月
◦
奨
学
生
・
給
費

生
を
励
ま
す
会
◦
高
校
３

年
役
員
に
10
年
会
費
に
つ

い
て
依
頼

■
11
月
◦「
九
学
通
信
」に

「
同
窓
会
だ
よ
り
」を
掲
載

◦「
同
窓
会
広
告
紙
面
」

発
行

２
０
２
５
年

■
１
月
◦
若
手
の
会
主
催

チ
ャ
ペ
ル
で
二
十
歳
を
祝

う
会
◦
新
卒
業
生
ク
ラ
ス

幹
事
と
の
懇
親
昼
食
会

■
２
月
◦
「
九
学
通
信
」

に
「
同
窓
会
だ
よ
り
」
を

掲
載
◦
高
校
卒
業
生
（
Ｓ

77
回
）
に
同
窓
会
活
動
の

案
内

■
３
月
◦
高
校
卒
業
式　

新
卒
業
生
に
記
念
品
贈
呈

◦
中
学
卒
業
式　

新
卒
業

生
に
記
念
品
贈
呈
◦
常
任

幹
事
会

※
正
副
会
長
会
、拡
大
正

副
会
長
会
は
、適
宜
開

催
の
予
定

※
各
委
員
会（
会
員
・
育
英

奨
学
・
渉
外
・
企
画
・
広

報
）お
よ
び
若
手
の
会
・

リ
デ
ィ
ア
会
は
、適
宜

開
催
の
予
定

※
各
地
域
支
部
の
総
会

に
、学
校
の
教
職
員
と

と
も
に
同
窓
会
役
員
が

出
席
予
定

２
０
２
４
年
度

同
窓
会
活
動
計
画

Ｔシャツ
◉Tシャツ ◉パーカー ◉ゴルフマーカー ◉タオルなどもご用意しております。

グッズ販売のご案内
九学会S52回実行委員会

TEL:090-5929-4379
（川上）

令
和
６
年
度
祭
九
学
会

会
長 

川
上 

将
史

（
Ｓ
52
回
）

令
和
６
年
度
若
手
の
会

会
長 

土
師 

英
嗣

（
Ｓ
53
回
）

同
窓
会
終
身
会
費
納
入
者
に

記
念
バ
ッ
ジ
を
贈
呈

〈S1回卒は1948年卒業〉
九州学院では、1948年

度の新制高校の第1回の

卒業生（1946年入学）を

Senior（高校）の頭文字

をとってS1回、新制中学

校卒業生は1948年が第1

回となり、J（Junior）1回

と呼びます。因みに2024

年3月の卒業生はS76回、

J77回です。
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7
人
制
ラ
グ
ビ
ー

日
本
代
表
で
パ
リ
五
輪
へ

石
田
大
河
氏（
Ｓ
68
回
）

九
学
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ

の
石
田
大
河
選
手（
Ｓ
68

回
・
２
０
１
６
年
卒
・
浦

安
Ｄ

−

Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
ｓ
）は
、

昨
年
大
阪
で
行
わ
れ
た
7

人
制
ラ
グ
ビ
ー
（
男
子
）

の
ア
ジ
ア
予
選
で
優
勝
し

「
パ
リ
五
輪
」（
7
／
24
〜

シリーズ

羽
ば
た
く
同
窓
生
８
／
11
）に
日
本
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。日
体

大
で
は
主
将
と
し
て
活
躍

し
、卒
業
後
に
男
子
の
日

本
代
表
チ
ー
ム
に
メ
ン

バ
ー
入
り
し
バ
ッ
ク
ス
と

し
て
存
在
感
を
示
し
て
来

ま
し
た
。ア
ジ
ア
大
会
の

決
勝
戦
で
は
前
半
同
点
の

ト
ラ
イ
を
決
め
る
な
ど
攻

守
で
日
本
の
勝
利
に
大
い

に
貢
献
し
ま
し
た
。な
お
、

父
真
也
氏（
Ｓ
43
回
）は
九

学
初
の
花
園
ラ
ガ
ー
、兄

一
貴
氏（
Ｓ
66
回
・
三
菱

重
工
相
模
原
ダ
イ
ナ
ボ

ア
ー
ズ
）は
現
在
15
人
制

ラ
グ
ビ
ー
の
期
待
の
ラ

ガ
ー
と
い
う
正
に
九
学

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
す
。 

ド
ジ
ャ
ー
ス
山
本
由
伸

投
手
の
専
属
通
訳
に

園
田
芳
大
氏（
Ｓ
48
回
）

本
年
２
月
、九
州
学
院
Ｏ

Ｂ
の
園
田
芳
大
氏（
Ｓ
48

令和6年度の光村図書の
書写の教科書に掲載

〜使用済み書道紙のリサイクル運動〜
㈳エコ再生紙振興会 専任理事兼事務局長 池田 光希（S37回）

書道の世界に入り、約二十年はがむしゃらに
自分の為に生きておりましたが、気がつけば
40歳。妙に冷静に立ち止まった時に、これか
らは当たり前の事が通用しなくなっていく時
代への危機感が強くなりました。書道界の各
展覧会出品減少は既に始まっており、野球あ

がりの私を育ててくれた業界に何か出来る事はないかと、以前から
懸念していた使用済み書道紙の再生、活用事業を立ち上げました。
書道界屈指の著名な先生方に賛同を求め理事団を結成し、社団法
人を設立しました。封建的で師弟世界の業界ですから、かなり反発
もありましたが、揺るがぬ信念のみで進めてきました。また、書道の
未来と活性化を図るには小中学校との共創は不可欠と、まずは神奈
川県西部地区の市町長や教育長に提案して回り、一斉に賛同を得て
学校での実施定着が進みました。

先般記事にして頂いた毎日書
道顕彰、循環型社会形成推進功
労者環境大臣表彰の授賞、更に
は令和6年度の光村図書の書写
教科書に掲載紹介される運びと
なりました。特に戦後から、墨の
ついた書道紙は再生不可の禁忌
品扱いでゴミにしかならなかっ
たのですが、今や実施する小中
学校では、そのゴミが教材に甦る
リサイクルが実現しています。

九
州
学
院
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
い
え
る
、創
立
者
Ｃ
・

Ｌ
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
を
記

念
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
メ
モ
リ

ア
ル
チ
ャ
ペ
ル
は
、
１
９

２
５
年
に
竣
工
し
、
同
年

10
月
30
日
に
献
堂
式
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
来
年
２
０
２
５

年
に
献
堂
百
周
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

同
チ
ャ
ペ
ル
は
米
国
人

の
建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の

設
計
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
作
り
木
造
小
屋
組

の
ロ
マ
ネ
ス
ク
風
ス
タ
イ

ル
の
優
美
な
建
物
で
す
。

一
部
二
階
建
て
の
７
５
０

席
を
有
す
る
会
堂
で
、
聖

壇
脇
の
控
室
の
地
下
室
に

は
ボ
イ
ラ
ー
が
あ
り
、
ス

チ
ー
ム
暖
房
の
装
置
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
時
、

金
属
供
出
で
撤
去
さ
れ
ま

し
た
。

歴
史
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
老
朽
化
し
、
ま
た
白
ア

リ
の
侵
食
な
ど
が
原
因
で

雨
洩
り
が
ひ
ど
く
な
り
、

１
９
７
４
年
の
旧
本
館

の
解
体
に
引
き
続
き
チ
ャ

ペ
ル
の
取
り
壊
し
の
計
画

も
浮
上
し
ま
し

た
。
し
か
し
な

が
ら
同
窓
生
の

有
志
が
、
旧
本

館
は
や
む
を
得

な
い
と
し
て
も

こ
の
講
堂
は
自

分
た
ち
の
青
春

の
思
い
出
、
心

の
拠
り
ど
こ
ろ

と
し
て
永
久
保

存
を
貰
き
た
い

と
い
う
趣
意
書

を
提
出
し
て
保

存
運
動
を
開
始
し
、
１
０

０
０
名
に
及
ぶ
応
募
者
が

多
額
の
講
堂
修
復
事
業
寄

付
に
協
力
し
ま
し
た
。

そ
の
熱
意
に
応
え
た

学
院
は
１
９
７
６
（
昭
和

51
）
年
10
月
20
日
に
修
復

保
存
を
す
る
こ
と
を
決
定

し
て
、
１
９
７
８
（
昭
和

53
）
年
に
屋
根
部
分
の
木

部
を
取
替
て
修
復
を
完
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

見
事
に
ブ
ラ
ウ
ン
チ
ャ
ペ

ル
講
堂
は
甦
る
こ
と
が
出

来
、
２
０
１
６
年
の
熊
本

地
震
で
も
ど
う
に
か
難
を

逃
れ
、
現
在
も
学
校
行
事

で
の
使
用
の
ほ
か
、
育
友

会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）や
教
会
関
係

の
集
会
や
卒
業
生
の
結
婚

式
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
１
９
９

６
年
10
月
に
は
、
歴
史
的

景
観
の
保
存
に
寄
与
し
再

現
が
難
し
い
建
築
物
に
与

え
ら
れ
る
、
文
化
庁
の
登

録
有
形
文
化
財
の
熊
本
県

第
一
号
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
創
立
当
時
の
格
調
高

く
凛
と
し
た
そ
の
雄
姿
を

現
在
も
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
本
当
に
有
り
難

い
こ
と
で
す
。

ブ
ラ
ウ
ン 

メ
モ
リ
ア
ル 

チ
ャ
ペ
ル

２
０
２
５
年
に
献
堂
か
ら
一世
紀

百年を迎えるチャペルは「心の故郷」
〜恵みの居場所をつくる〜

関西九学会副会長　田中 雅弘（Ｓ45回）

一昨年、滋賀県近江八幡市にあ
る「ヴォーリズ記念館」を訪れたの
は、その礼拝堂が、自分にとって、
ただ単に高校時代を懐かしみ、回想
するだけではなく、今日の価値観
や考えに、大きな影響を与えた「私
自身のふるさと」その心を感じる
からです。そのルーツを訪ねまし

た。1925年（大正14年）竣工、献堂式を行った九州学
院「ブラウン・メモリアル・チャペル」は、創立者C.L.ブ
ラウン博士を記念し建設され、2025年（令和7年）献堂
百周年を迎えます。ロマネスク様式による小屋組木造化
粧トラストの礼拝堂は、重厚な雰囲気の中にも、優美で
洗練された、建築家ヴォーリズ独特の意匠が施されてい
ます。高校時代、ラグビー部だった私は、その当時、ゴー
ルポストの奥にある礼拝堂を眺めながら、日々、楕円の
飛球を追い、時には隠れていた私を見守って下さいまし
た。また、クリスマス礼拝など、賛美歌を歌い慣れ親しん
だ、「唯一無二」の思い出深い礼拝堂です。戦火を逃れ、老
朽化による度重なる取り壊しの危機、熊本地震による天
災を乗り越えて、今日の荘重な礼拝堂の雄姿を見る度
に、卒業して今もなお、「原点回帰」する場所であるとと
もに、「未来への新しい扉」を開く学院の象徴的な礼拝堂
として、これからも見守り続けて欲しいと願って止みま
せん。祝 献堂百周年、未来永劫を祈念して。

6
月
19
日
㈬
、1
号
館

会
議
室
に
お
い
て
２
０
２

４
年
度
九
州
学
院
ナ
ル
ド

の
壷
奨
学
生
に
対
す
る
認

証
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
１
９
８
１
年

の
創
立
70
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
１
９
８
３

年
か
ら
九
州
学
院
同
窓
会

が
始
め
た
育
英
奨
学
事
業

が
、２
０
１
５
年
か
ら「
九

州
学
院
ナ
ル
ド
の
壷
基

金
」に
組
み
入
ら
れ

て
継
続
し
て
い
る
も

の
で
す
。現
在
は
、中

高
に
在
籍
す
る
奨
学

生
Ａ
有
資
格
者
の

中
か
ら
特
に
優
秀
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た

ダ
で
開
催
さ
れ
た「
２
０

２
４ 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
世
界
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大

会
」の
Ｐ
ｏ
ｍ
部
門
に
日
本

代
表
と
し
て
出
場
し
見
事

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。
同
大
会
は
、
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）の
正
式
承
認
を
受

け
て
い
る
国
際
団
体「
Ｉ

Ｃ
Ｕ（In

tern
atio

n
al 

C
h
eer U

n
ion

）」が
主

催
す
る
世
界
最
大
規
模

の
大
会
で
す
。浜
崎
選
手

は
中
高
の
6
年
間
九
州

学
院
チ
ア
ダ
ン
ス
部
に
所

属
し
、高
校
で
は
主
将
と

し
て
全
国
大
会
に
出
場
す

る
な
ど
の
活
躍
を
し
ま
し

た
。今
後
の
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
僧
侶
が
起
つ
」の  

 

新
書
を
出
版

荒
牧
邦
三
氏（
Ｓ
18
回
）

元
熊
本
日
日
新
聞
社

の
記
者
の
荒
牧
邦
三
氏
は

こ
の
ほ
ど「
僧
侶
が
起
つ

回
・
１
９
９
６
年
卒
）が
、

米
国
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ド
ジ
ャ
ー

ス
球
団
職
員
と
し
て
山
本

由
伸
投
手
の
専
属
通
訳
に

決
ま
り
、現
在
メ
デ
ィ
ア

で
も
大
活
躍
中
で
す
。園

田
氏
は
豊
野
中
・
九
州
学

院
高
時
代
に
は
柔
道
部
に

所
属
し
て
活
躍
、京
都
の

龍
谷
大
卒
業
後
に
単
身
渡

米
し
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

映
画
会
社
な
ど
の
照
明
関

係
技
術
者
と
し
て
業
績
を

残
し
て
来
ま
し
た
。し
か

し
、映
画
業
界
が
近
年
長

期
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た

こ
と
で
山
本
選
手
の
専
属

通
訳
の
公
募
に
応
募
し
て

抜
擢
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、彼
の
父
で
元
Ｊ
Ａ

熊
本
中
央
会
会
長
で
豊
野

村
村
長
の
俊
宏
氏（
Ｓ
17

回
・
１
９
６
５
年
卒
）、祖

父
で
元
参
議
院
議
員
・
国

土
庁
長
官
の
清
充
氏（
旧

中
22
回
・
１
９
３
７
年
卒
）

と
三
代
に
わ
た
る
九
学

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
こ
と

も
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。

世
界
チ
ア
選
手
権
で

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

浜
崎
く
ら
ら
氏（
Ｓ
73
回
）

玉
川
大
学
４
年
生
の
浜

崎
く
ら
ら
選
手
が
所
属
す

る
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
チ
ー
ム

Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ａ
Ｓ
は
、４
月

24
日
か
ら
米
国
フ
ロ
リ

生
徒
に
奨
学
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
育
英
奨
学
金

支
給
対
象
者
は
新
入
生
を

含
め
て
中
学
生
3
人
、
高

校
生
2
人
が
選
ば
れ
、
授

与
式
で
は
小
副
川
院
長
、

同
窓
会
青
山
育
英
奨
学
委

員
長
が
激
励
の
言
葉
を
述

べ
、
奨
学
生
一
人
一
人
に

認
定
証
と
奨
学
金
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

〜
八
代 

都
築
小
作
争
議

を
主
導
し
た
男
・
田
辺

義
道
〜
」（
熊
日
新
書
）を

出
版
し
ま
し
た
。大
正
末

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
八
代
の
郡
築
干
拓
で

ヤ
ク
ル
ト
村
上
宗
隆
内

野
手
は
、5
月
15
日
、松
山

中
央
公
園
野
球
場
で
行
わ

れ
た
広
島
戦
に
お
い
て
、

矢
崎
拓
也
投
手
か
ら
第
9

号
の
本
塁
打
を
放
ち
ま
し

た
。
こ
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
は

通
算
２
０
０
号
の
記
念
す

べ
き
も
の
で
村
上
選
手
は

24
歳
3
ヶ
月
（
２
０
０
０

年
2
月
2
日
生
）
で
の
達

成
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の

最
年
少
記
録
だ
っ
た
元
巨

人
な
ど
で
活
躍
し
た
清
原

和
博
氏
の
24
歳
10
ヶ
月
を

７
ヶ
月
程
上
回
り
、

史
上
最
年
少
で
２

０
０
号
を
達
成
し
、

記
録
を
更
新
し
ま

し
た
。
90
年
の
長
き

に
わ
た
る
日
本
プ

ロ
野
球
史
上
、
偉
大

な
る
記
録
を
樹
立

し
た
こ
と
は
実
に

素
晴
ら
し
い
こ
と

で
す
。
一
昨
年
の
三
冠
王

の
栄
冠
を
再
び
目
指
し
て

さ
ら
な
る
活
躍
を
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

同
窓
会
か
ら
成
績
優
秀
者
に
奨
学
金

プ
ロ
野
球
史
上
最
年
少

２
０
０
本
塁
打
を
達
成

村
上
宗
隆
氏（
Ｓ
70
回
）

の
地
主
と
入
植
者
の
農
業

史
に
残
る
小
作
争
議
を
人

道
的
に
主
導
し
た
、地
元

隆
法
寺
の
僧
侶
・
田
辺
義

道
氏
を
中
心
に
郡
築
小
作

争
議
の
全
容
を
描
い
た
力

作
で
す
。労
働
運
動
や
部

落
解
放
運
動
な
ど
、弱
者

に
寄
り
添
う
取
材
を
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
き
た
著

者
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

支
部
等
で
同
窓
会
開
催

5
月
20
日 

県
庁
九
学
会

6
月
８
日 

阿
蘇
中
部
九
学
会

6
月
22
日 

苓
北
九
学
会

6
月
29
日 

関
西
九
学
会（
予
定
）

7
月
６
日 

東
京
九
学
会（
予
定
）

（写真はNHK NEWSより）


